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遷
宮
の
始
ま
り

　

二
十
年
に
一
度
社
殿
を
建
て
替
え

る
式
年
遷
宮
の
始
ま
り
は
、
今
か
ら

一
三
〇
〇
年
以
上
前
の
第
四
十
一
代

持じ

統と
う

天
皇
四
年（
六
九
〇
）の
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
式
年
遷
宮
に
は
相
当

の
準
備
期
間
を
必
要
と
す
る
の
で
、

一
代
前
の
天て

ん

武む

天
皇
の
時
に
遷
宮
を

行
う
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 　

当
時
の
東
ア
ジ
ア
の
緊
迫
し
た
情
勢

に
対
処
さ
れ
て
い
た
天
武
天
皇
は
、
律

令
の
編
纂
を
始
め
と
し
た
国
の
大
改
革

を
進
め
ら
れ
る
一
方
で
、
変
化
と
は
対

極
を
な
す
不
変
、
つ
ま
り
わ
が
国
独
特

の
神
事
な
ど
を
厳
守
す
る
こ
と
を
考
え

ら
れ
ま
し
た
。
式
年
遷
宮
は
そ
の
代
表

で
あ
る
と
も
い
え
ま
す
。

　

式
年
遷
宮
の
制
度
が
立
て
ら
れ
た
正

確
な
年
は
、
資
料
の
年
号
が
錯
綜
し
て

お
り
複
数
の
説
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
持
統
天
皇
が
先
帝
で
夫
君

で
も
あ
る
天
武
天
皇
の
ご
意
志
を
継
が

れ
、
そ
れ
を
忠
実
に
実
行
さ
れ
た
こ
と

に
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
式
年
遷
宮
は

天
武
天
皇
の
変
革
と
不
変
と
が
共
存
す

る
国
家
計
画
の
中
の
重
要
な
ご
宿
願
で

あ
っ
た
の
で
す
。

遷
宮
が
法
律
で
定
め
ら
れ
る

　

最
初
の
遷
宮
か
ら
一
世
紀
が
過
ぎ
た

延
暦
二
十
三
年（
八
〇
四
）、
神
宮
の
詳

細
を
記
録
し
た
『
儀
式
帳
』
が
完
成
し

ま
す
。
そ
れ
が
式
年
遷
宮
を
記
し
た
最

古
の
文
献
で
す
。
そ
こ
に
は
、「
常
に

廿
箇
年
を
限
り
、
一
度
新
宮
に
遷
し
奉

る
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
儀
式
帳
』
は
神
宮
か
ら
朝
廷
に
提

出
さ
れ
、『
延
喜
式
』
を
編
纂
す
る
資

料
と
な
り
ま
し
た
。

　
『
延
喜
式
』
は
、
平
安
時
代
の
初
期

に
完
成
し
た
国
家
の
法
制
書
で
、
全

五
〇
巻
で
す
。
そ
の
第
四
が
「
伊
勢
大

神
宮
」
で
、
一
般
に
延
喜
大
神
宮
式
と

も
呼
ば
れ
る
巻
に
神
宮
に
関
す
る
こ
と

が
記
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
年
遷
宮
も
、『
延
喜
式
』
の
制
定

に
よ
り
国
家
の
法
律
で

定
め
ら
れ
た
制
度
と
な

っ
た
の
で
す
。
式
年
遷

宮
は
「
凡
そ
太
神
宮
は

二
十
年
に
一
度
、正
殿
・

宝
殿
・
お
よ
び
外
幣
殿

を
造
り
替
へ
よ
。〈
度

会
宮
お
よ
び
別
宮
・
余

社
の
神
殿
を
造
る
年
限

も
こ
れ
に
准
へ
よ
〉。
皆
新
材
を
採
り

て
構
へ
造
れ
。
自
外
の
諸
院
は
新
旧
通

用
し
〈
宮
地
は
二
処
を
定
め
置
き
、
限

に
至
ら
ば
更
遷
せ
〉。」
と
定
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
歴
史
書
に
式
年
遷
宮
が
始
め

て
見
え
る
の
は
『
続
日
本
後
紀
』
で
、

仁
明
天
皇
の
嘉
祥
二
年
（
八
四
九
）に

神
宮
に
神
宝
を
奉
献
し
た
記
事
が
あ
り
、

そ
こ
に
は
「
こ
れ
は
二
十
年
に
一
度
奉

る
例
な
り
」
と
書
き
添
え
て
あ
る
の
で
、

同
年
行
わ
れ
た
皇
大
神
宮
の
式
年
遷
宮

（
第
九
回
）に
際
し
て
の
神
宝
奉
献
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
式
年
遷
宮
は
、
国
家
の

法
律
に
よ
っ
て
順
調
に
回
数
を
重
ね
て

行
き
ま
す
。

遷
宮
中
断
の
危
機

　

い
か
に
完
璧
な
制
度
で
あ
っ
て
も
、

数
世
紀
に
わ
た
っ
て
存
続
す
る
も
の
は

多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
制
度
崩
壊
の
主

要
因
は
、
根
底
と
な
る
思
想
と
、
経
済

的
根
拠
の
変
化
に
あ
り
ま
す
。
式
年
遷

宮
は
一
三
〇
〇
年
に
わ
た
っ
て
継
続
す

る
世
界
に
も
比
類
の
な
い
伝
統
で
す
が
、

中
断
の
危
機
も
あ
り
ま
し
た
。

　

戦
国
時
代
、
世
の
荒
廃
に
伴
っ
て
外

宮
は
永
享
六
年（
一
四
三
四
）、
内
宮
は

寛
正
三
年（
一
四
六
二
）の
遷
宮
か
ら
、

お
よ
そ
一
三
〇
年
間
中
断
し
ま
す
。

　

国
家
に
よ
る
正
式
な
式
年
遷
宮
を

正し
ょ
う

遷せ
ん

宮ぐ
う

と
い
い
、
そ
れ
が
行
え
な
か
っ

た
の
で
仮
殿
遷
宮
と
い
う
臨
時
措
置
が

数
回
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
が
、
と
う
と

う
社
殿
は
悲
惨
な
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
を
憂
え
た
多
く
の

人
の
中
か
ら
、
後
に
慶け

い

光こ
う

院い
ん

上し
ょ
う

人に
ん

と
呼

ば
れ
る
尼
僧
達
が
現
れ
、
神
宮
の
状
況

を
世
に
広
く
訴
え
ま
し
た
。
そ
の
声
は

織
田
信
長
や
豊
臣
秀
吉
な
ど
の
実
力
者

の
耳
に
も
達
し
、
世
の
落
ち
着
き
と
共

に
式
年
遷
宮
復
興
の
兆
し
も
見
え
始
め

ま
す
。
最
終
的
に
は
徳
川
幕
府
の
助
力

を
得
て
、
式
年
遷
宮
は
復
興
さ
れ
ま
す
。

　

式
年
遷
宮
は
国
が
平
和
で
あ
る
か
ら

こ
そ
実
行
可
能
な
の
で
す
。
遷
宮
ご
と

に
二
十
年
の
平
和
を
積
み
重
ね
る
と
考

え
る
と
、
現
在
も
遷
宮
が
継
続
さ
れ
て

い
る
意
義
は
更
に
深
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。

文
／
神
宮
司
庁　

石
垣
仁
久（
い
し
が
き
じ
ん
き
ゅ
う
）

神
宮
権
禰
宜
・
神
宮
司
庁
文
化
部
主
幹
・
神
宮

司
庁
教
学
課
研
究
員
。

昭
和
37
年
、宮
城
県
仙
台
市
生
ま
れ
。國
學
院
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
修
了
。

遷
宮
入
門

遷
宮
の
歴
史（
上
）

第
六
十
二
回
式
年
遷
宮（
平
成
二
十
五
年
秋
）を
控
え
、

神
宮
で
は
着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

千
三
百
年
の
歴
史
を
持
つ
こ
の
大
祭
は
、

そ
も
そ
も
、い
つ
、誰
に
よ
っ
て
、

何
の
た
め
に
は
じ
め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

今
回
・
次
回
は
、式
年
遷
宮
の
歴
史
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

前
半
の
今
回
は
、そ
の
始
ま
り
か
ら

戦
国
時
代
に
い
た
る
ま
で
―
―
。

○儀式帳【ぎしきちょう】
神宮の祭神、鎮座、儀式、遷宮など全般にわたって詳細を
記録した現存する最古の書籍。『皇太神宮儀式帳』と外宮
の『止由気宮儀式帳』の二巻がある。平安時代初期の延暦
23年（804）に神宮から神祇官を通じて朝廷に提出された報
告書の形式をとる。『群書類従』や『神道大系』で刊行さ
れている。

○仮殿遷宮【かりどのせんぐう】（かりでんせんぐう）
式年遷宮以外に二通りの遷宮がある。火災などの非常事態
により御正殿を式年以外に造営することを臨時遷宮という。
また、御正殿の屋根修繕のためなどの際に宝殿を一時的に
正殿に充てるか、もしくは仮殿を設ける場合を仮殿遷宮と
いう。仮殿遷宮の例は数多く見られ、近くは昭和15年に豊
受大神宮で仮殿遷宮が行われている。

○慶光院上人【けいこういんしょうにん】
戦国時代、中断していた式年遷宮の復興に功績のあった尼
僧たちの敬称。慶光院は三代清順が後奈良天皇から賜った
称号で、遷宮上人または宇治上人とも称される。住室寺院
の神護山慶光院は、豊臣家の寄進で、現在重要文化財に指
定されている。初代守悦上人から十五代後、明治時代に還
俗、慶光院家を創設した。歴代の慶光院上人が式年遷宮に
尽瘁した理由について、最後の斎王に選ばれながら戦乱の
ために伊勢に赴くことができなかった後醍醐天皇皇女の祥
子内親王こそが、後の慶光院の開山で、守悦はその中興で
あったとの伝説もある。

用　語　解　説

遷宮トピックス

そ
の
二

「伊勢御遷宮之圖」（神宮徴古館蔵）

慶光院5世周清上人画像（神宮徴古館蔵）
徳川秀忠、家光から篤い帰依を受けた。

　平成25年の第62回神宮式年
遷宮を控え、「お白石持行事」
を取りしきる御白石奉献本部
の結成式が、今年の2月11日に
伊勢神宮内宮の参集殿で開か
れ、約200名が参加した。お白
石持行事は、旧神領民等が新
しい社殿の敷地に宮川で集め
た御白石をお納めする行事。結成式では、神宮の鷹司尚武大宮
司から、本部長である鈴木健一伊勢市長へ本部の看板が手渡さ
れた。内宮奉献は、平成25年7月26日から8月12日までの12日間、
外宮奉献は8月17日から9月1日までの10日間で行われる予定だ。
問い合わせ　☎0596・25・5215（御遷宮対策事務局）

御白石持へ向けて、奉献本部結成！



お
か
げ
の
国
を

ぐ
ろ
う
！

伊
勢
・
鳥
羽
・
志
摩
―
―
「
お
か
げ
の
国
」。

川
辺
に
、岬
に
、み
ど
り
の
森
に
、

お
伊
勢
さ
ん
百
二
十
五
社
が
た
た
ず
む
と
こ
ろ
。

照
る
日
も
降
る
日
も
、

お
か
げ
参
り
で
訪
れ
た
旅
び
と
を
迎
え
て
き
た
町
で
す
。

今
回
は
、田
丸
と
大
湊
周
辺
を
ご
案
内
し
ま
す
。

12
回
シ
リ
ー
ズ田

丸
め
ぐ
り

米
ど
こ
ろ
の
秋
の
実
り
を
感
じ
な
が
ら

内
宮
神
主
・
荒
木
田
氏
の
本
拠
地
を
行
く

13
キ
ロ

ス
タ
ー
ト

Ｊ
Ｒ
参
宮
線
田
丸
駅

ゴ
ー
ル

Ｊ
Ｒ
参
宮
線
田
丸
駅

のそ

七

養鶏場跡

建設業
協同組合広瀬精工

廣泰寺

◎田丸城址

たまる

玉城ＩＣ

田丸小田丸神社

下外城田小

下田辺

岡村

中楽

玉川 小俣町湯田

勝田

宮古

冨岡

外城田川

多気へ
石灯籠

山神

坂谷木工

パナソニック電工

竹林

サ
ニ
ー
ロ
ー
ド

堀沿いの道
南側に歩道
あり

牛尾崎池

アトリエ
コバ

熊野街道
起点

三縁寺
外城田橋

極楽橋
佐田墓地
森

保健福祉会館

墓地
歩道橋

GS
佐田

岡出

大池

宮

ビニールハウス

「勝田」の看板

竹林

勢和多気
ICへ

南伊勢へ 度会へ

ＪＲ参
宮線

工場ミマス

森沿いの道
1本目を右折

車に注意！！

車に注意！！

伊勢自動車道

森が目印

伊勢へ

伊勢
市駅
へ

伊勢多気
線

R42へ

伊勢美夜
之窯

ミエマン醤油

玉花吉祥庵

野中屋

竹の家

歩道あり

玉城病院

川

サニーロード
伊勢西
    ICへ

外城田川
　4号橋

酒屋玉城町役場

玉城
わかば学園

田宮寺
田宮寺神社

村山龍平
記念館

スタート
＆
ゴール

野の花亭
玉城ふれあい農園

13

野篠

踏切注意

細い土道

水路に
沿って
歩く

このあたりから上り坂

車に注意、歩道なし

工場の横の坂を下り、
砂利道の方へ進む。
手前に1本細い道があるが、
そこを通りこした所に
入り口がある

ぶどう畑

1つめの交差点
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●❶狭田国生神社

●❺坂手国生神社

●❹鴨下神社
●❷小社神社

●❸奈良波良神社

正宮（しょうぐう）	 2社

別宮（べつぐう）	 14社

摂社（せっしゃ）	 43社

末社（まっしゃ）	 24社

所管社（しょかんしゃ）	42社

天照大神をまつる皇大神宮
（内宮）と、豊受大神をまつ
る豊受大神宮（外宮）。

正宮の｢わけみや｣ の意味を
もち、正宮と関わりの深い神
をまつる格の高いお宮。式年	
遷宮も正宮に続いて行われ
る。

927年の『延
えん
喜
ぎ
式
しき
神
じん
名
みょう
帳
ちょう
』

に所載されている神社。

804年の『延
えん
暦
りゃく
儀
ぎ
式
しき
帳
ちょう
』に

記載されている神社。

正宮や別宮に関わり、水や
酒、米、塩、麻、絹など衣食
住をつかさどる神々が多くま
つられている。

お伊勢さん
125社とは

め

6平成23年9月1日発行

し
、
お
伊
勢
参
り
の
旅
人
が
歩
い
た
旧

街
道
へ
。
城
下
町
だ
け
あ
っ
て
、
町
名

や
建
物
に
歴
史
の
名
残
り
が
感
じ
ら
れ

る
。
前
方
右
手
、
町
並
み
の
中
に
狭さ

田た

国く

生な
り

神
社
の
森
が
見
え
て
く
る
。
社
名

の
狭
田
は
、
外
城
田
川
の
支
流
に
挟
ま

れ
た
細
長
い
田
の
こ
と
。
倭
姫
命
が
河

口
の
伊
蘇
宮
（
現
・
磯
神
社
）か
ら
寒

川（
現
・
外
城
田
川
）を
遡
ら
れ
た
と
き
、

速は
や

川か
わ

比ひ

古こ
の

命み
こ
と

が
迎
え
、「
こ
の
地
は
畦あ

ぜ

廣ひ
ろ

之の

狭
田
の
国
」
と
申
し
上
げ
、
神
田

を
奉
っ
た
功
績
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
と

い
う
。

　

外
城
田
川
沿
い
を
川
上
へ
向
か
い
、

稲
穂
の
揺
れ
る
田
ん
ぼ
を
眺
め
な
が
ら
、

小
社
神
社
へ
。
遮
る
も
の
が
な
く
、
遠

く
か
ら
で
も
こ
ん
も
り
と
茂
る
森
が
見

え
る
。
こ
の
社
叢
に
は
桜
の
木
が
多
い
。

内
宮（
皇
大
神
宮
）神
主
の
荒
木
田
氏
が

開
拓
し
た
当
時
、
後
に
宇
治
に
移
り
住

む
ま
で
、
産
土
神
と
し
て
尊
ん
だ
宮
で

あ
る
。
天
保
三
年（
一
八
三
二
）と
刻
ま

れ
た
水
盤
が
置
か
れ
て
い
る
。 

　

農
道
か
ら
県
道
へ
。
歩
道
橋
の
交
差

点
で
右
に
曲
が
る
と
、
車
の
多
い
道
に

出
る
。
廣こ

う

泰た
い

寺じ

の
あ
る
宮
古
地
区
を
歩

き
、
奈な

良ら

波は

良ら

神
社
へ
と
向
か
う
。
享

保
甲
辰（
一
七
二
四
）に
紀
州
藩
が
建
て

た
禁
殺
生
石
が
あ
る
。

　

勝か
っ

田た

の
ふ
れ
あ
い
農
園
を
通
り
、
鴨

下
神
社
へ
。
こ
こ
は
山
の
鴨
神
社
か

ら
み
る
と
、 

山
す
そ
の
方
で
あ
る
た
め

「
鴨
下
」
と
名
付
け
ら
れ
た
と
の
説
が

あ
る
。
こ
の
辺
り
の
田
野
の
水
利
灌
漑

を
司
る
守
護
神
を
ま
つ
る
。

　

田
宮
寺
の
あ
る
集
落
を
抜
け
、
田
園

地
帯
を
歩
く
。
秋
に
黄
金
色
の
田
ん
ぼ

は
、
春
先
に
は
水
を
湛
え
早
苗
が
植
わ

り
、
そ
し
て
初
夏
に
は
緑
の
絨
毯
が
広

が
る
。
の
ど
か
な
稲
作
の
風
景
に
、
移

り
ゆ
く
季
節
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

野
篠
、
西
世
古
、
羽
根
の
集
落
を
抜

け
る
と
、
伊
勢
本
街
道
を
し
め
す
石
灯

籠
が
あ
り
、
大
き
な
池
が
竹
林
越
し
に

見
え
る
。
潮
に
見
た
て
て
禊
ぎ
を
し
た

と
い
う
牛
尾
崎
池
だ
。

　

そ
の
左
手
高
台
に
、
坂
手
国
生
神
社

が
あ
る
。
明
治
維
新
ま
で
、
こ
の
辺
り

に
皇
大
神
宮
の
田
上
神
田
が
あ
り
、
米

を
奉
納
し
て
い
た
。
田
丸
め
ぐ
り
の
最

終
の
お
社
だ
が
、
こ
れ
か
ら
ゴ
ー
ル
の

田
丸
駅
ま
で
は
、
田
丸
城
跡
や
旧
街
道

を
楽
し
も
う
。

　

み
ご
と
な
石
垣
の
あ
る
城
跡
は
、
外

堀
は
蓮
の
名
所
と
な
り
、
富
士
見
門
も

保
存
さ
れ
て
い
る
。
天
守
跡
か
ら
は
、

伊
勢
の
山
並
み
と
な
だ
ら
か
な
平
野
の

眺
め
が
眼
前
に
広
が
る
。
米
ど
こ
ろ
玉

城
の
風
景
は
、
こ
の
一
帯
が
神
宮
の
神

田
だ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

❶
狭
田
国
生
神
社

さ
た
く
な
り
じ
ん
じ
ゃ
【
内
宮
摂
社
】

祭
神
の
速
川
比
古
命
、
速
川
比
女
命
は
外
城

田
川
の
川
の
神
で
、
こ
の
狭
田
の
沃
野
の
潅

漑
用
水
を
司
る
。 

山
末
御
魂
は
田
丸
山
の

麓
に
お
ら
れ
た
土
地
の
神
。

❷
小
社
神
社
お
ご
そ
じ
ん
じ
ゃ
【
内
宮
末
社
】

産
土
神
と
し
て
鎮
座
し
て
い
た
高
水
上
命
が

祭
神
で
、
灌
漑
用
水
の
神
と
伝
え
ら
れ
る
。

「
雨
の
宮
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
、
日
照
り
の
折

に
は
雨
乞
祈
願
を
し
た
と
い
わ
れ
る
。

❸
奈
良
波
良
神
社

な
ら
は
ら
じ
ん
じ
ゃ
【
内
宮
摂
社
】

祭
神
は
こ
の
地
方
の
田
野
の
守
護
神
と
伝
え

ら
れ
る
、
那
良
原
比
女
命
。
社
名
か
ら
、
こ

の
一
帯
が
楢
の
木
の
原
野
で
あ
っ
た
こ
と
が

推
測
で
き
る
。

❹
鴨
下
神
社
か
も
し
も
じ
ん
じ
ゃ
【
内
宮
末
社
】

祭
神
は
水
利
灌
漑
を
つ
か
さ
ど
る
三
柱
の
神

と
伝
え
ら
れ
る
、
石
己
呂
和
居
命
と
鴨
比
古

命
と
鴨
比
賣
命
。
勝
田
の
田
野
の
水
利
潅
漑

を
司
る
守
護
の
神
。

　
　
　
　

❺
坂
手
国
生
神
社

　
　
　
　
　
　
さ
か
て
く
な
り
じ
ん
じ
ゃ
【
内
宮
摂
社
】 

祭
神
は
こ
の
地
方
の
灌
漑
用
の

水
を
守
る
高
水
上
神
。
牛
尾
崎

池
と
道
を
は
さ
む
、
小
高
い
丘

の
坂
の
あ
た
り
に
あ
り
、
社
名

の
由
来
と
い
わ
れ
る
。 

　

小
高
い
田た

丸ま
る

城
址
か
ら
見
渡
す
と
、

眼
下
に
の
ど
か
な
平
野
が
広
が
る
。
か

つ
て
内
宮
の
世
襲
神
主
だ
っ
た
荒
木
田

氏
が
開
拓
し
、
本
拠
と
し
て
い
た
地
域

で
、
玉
城
町
内
に
あ
る
十
五
の
摂
末
社

は
、
全
て
内
宮
に
所
属
す
る
。

　

秋
の
田
丸
め
ぐ
り
で
は
地
元
の
信
仰

を
も
集
め
る
五
つ
の
社
を
め
ぐ
ろ
う
。

　

木
造
の
レ
ト
ロ
な
田
丸
駅
舎
を
出
発

伊
勢
志
摩
エ
リ
ア
は
神
宮
の
百
二
十
五
社
が

点
在
す
る 

〝
お
か
げ
〟
を
感
じ
る
「
お
か
げ

の
国
」。
官
民
の
組
織
「
お
か
げ
参
り
推
進

委
員
会
」
が
、
お
か
げ
参
り
の
よ
う
な
旅
の

提
案
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

u
０
５
９
６
・
２
５
・５
１
５
１

（
事
務
局　
伊
勢
商
工
会
議
所
）

お
か
げ
の
国
と
は

田園の真ん中にある小社神社。

自然石の手水鉢のある奈良波良神社。

入口の木札が125社の目印。狭田国生神社。

小高い丘にある坂手国生神社。

石垣が立派な田丸城跡。 庭の美しい廣泰寺。



大
湊
・
神
社
め
ぐ
り

船
参
宮
で
賑
わ
っ
た

川
と
海
の
玄
関
口
へ

約
11
キ
ロ

ス
タ
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ト

伊
勢
市
駅

ゴ
ー
ル

伊
勢
市
駅
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伊
勢
市
内
を
流
れ
る
勢
田
川
は
、

江
戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
船
参
宮
の

人
々
や
物
資
を
運
ぶ
重
要
な
〝
川
の

道
〟
だ
っ
た
。
流
域
に
は
、
大お

お

湊み
な
と

・
神か

み

社や
し
ろ

・
二
軒
茶
屋
・
船
江
・
河
崎
な
ど
の

港
町
が
発
達
し
た
。
こ
の
コ
ー
ス
で
は
、

か
つ
て
の
川
の
港
、
海
の
港
の
歴
史
を

感
じ
な
が
ら
歩
を
す
す
め
よ
う
。

　

出
発
点
の
伊
勢
市
駅（
近
鉄
口
）を
出

て
、
八は

ち

間け
ん

道
路
を
北
へ
。
少
し
遠
回
り

に
な
る
が
、
勢
田
川
沿
い
に
河
崎
の
町

並
み
を
眺
め
な
が
ら
行
こ
う
。
河
崎
は
、

勢
田
川
の
水
運
を
利
用
し
、
江
戸
時
代

に
は
大
き
な
問
屋
街
へ
と
発
展
し
た
ま

ち
だ
。
多
く
の
参
宮
客
の
物
資
を
ま
か

な
っ
て
い
た
の
で
〝
伊
勢
の
台
所
〟
と

呼
ば
れ
て
い
た
。
現
在
で
も
、
川
に
並

行
に
走
る
通
り
沿
い
に
妻
入
の
町
家
や

商
家
の
蔵
が
残
り
、
伊
勢
ら
し
い
古
い

町
並
み
を
散
策
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

河
崎
か
ら
ふ
た
た
び
八
間
道
路
へ
戻
る

と
、
住
宅
街
の
中
に
ひ
と
き
わ
繁
る
森

と
朧お

ぼ
ろ

ヶが

池い
け

が
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
こ
が
河

原
淵
神
社
だ
。

　

さ
ら
に
北
へ
、
御み

薗そ
の

町
へ
と
進
も
う
。

田
園
を
直
進
し
、
菅
原
道
真
ゆ
か
り
の

臥が

竜り
ゅ
う

梅ば
い

で
有
名
な
新し

ん

開が
い

地
区
へ
。
の
ど

か
な
田
園
風
景
の
中
に
河
原
神
社
が
あ

る
。
神
社
殿
の
後
ろ
に
大
き
な
楠
が
生

え
て
お
り
、
手
入
れ
さ
れ
た
手
水
鉢
や

生
け
垣
が
清
々
し
い
神
社
だ
。

　

さ
ら
に
直
進
す
る
と
小お

林は
や
し

の
集
落
に

入
る
。
こ
こ
は
、
か
つ
て
江
戸
幕
府
の

遠
方
奉
行
・
山
田
奉
行
所
が
置
か
れ
て

い
た
と
こ
ろ
。
当
時
の
奉
行
所
の
一
部

を
再
現
し
た
「
山
田
奉
行
所
記
念
館
」

が
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て
み
よ

う
。

　

宮
川
の
堤
防
道
路
に
出
る
と
、
向
か

い
に
見
え
る
の
が
大
湊
だ
。
大
湊
は
造

船
の
ま
ち
。
湊
橋
か
ら
は
何
本
も
の
巨

大
な
ク
レ
ー
ン
が
空
へ
と
の
び
て
い
る
。

次
の
志
宝
屋
神
社
は
、
防
波
堤
が
ぐ
る

り
と
め
ぐ
る
、
い
か
に
も
河
口
ら
し
い

風
景
の
中
に
あ
る
。

　

海
を
眺
め
な
が
ら
堤
防
に
沿
っ
て
歩

く
と
や
が
て
神
社
港
に
着

く
。
江
戸
か
ら
明
治
に
か

け
て
、
伊
勢
の
海
の
玄
関

口
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
こ

の
港
は
、
各
地
か
ら
神
宮

へ
納
め
ら
れ
る
品
々
が
届

き
、
船
参
宮
客
や
神
宮
社

殿
の
ご
用
材
も
海
路
で
こ
の
港
に
入
っ

た
と
い
う
。
現
在
で
も
往
時
を
し
の
ぶ

格
子
づ
く
り
の
古
い
町
並
み
や
建
物
が

残
っ
て
い
る
。
港
か
ら
や
や
街
中
に
入

っ
た
場
所
に
最
後
の
御
食
神
社
が
あ
る
。

古
来
、
こ
の
港
口
か
ら
揚
が
っ
た
海
産

物
の
御
料
を
神
宮
に
調
進
す
る
御み

饌け

の

神
を
ま
つ
っ
て
き
た
神
社
だ
。

　

神
社
港
か
ら
は
伊
勢
市
駅
前
方
面
へ

バ
ス
が
出
て
い
る
。
歩
い
て
戻
る
な
ら
、

竹
ヶ
鼻
か
ら
田
尻
を
通
っ
て
行
く
の
が

車
の
交
通
量
が
少
な
く
、
安
全
だ
。

❶
河
原
淵
神
社
か
わ
ら
ぶ
ち
じ
ん
じ
ゃ【
外
宮
摂
社
】

地
元
の
氏
神
・
船
江
上
社
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

神
と
並
ん
で
鎮
座
さ
れ
て
い
る
。
祭
神
は
水

の
守
り
神
・
澤
姫
命
。

❷
河
原
神
社

か
わ
ら
じ
ん
じ
ゃ
【
外
宮
摂
社
】

❸
毛
理
神
社

も
り
じ
ん
じ
ゃ
【
外
宮
末
社
】

河
原
神
社
の
祭
神
・
川
神
は
、

田
地
を
守
る
神
様
。
同
座
の
毛

理
神
社
の
祭
神
・
木
神
は
、
ご

神
木
を
守
っ
て
い
る
。

❹
志
宝
屋
神
社
し
お
や
じ
ん
じ
ゃ
【
外
宮
末
社
】

祭
神
は
、
鹽
土
老
翁
。
地
元
で
は
、
み
な
と

の
明
神
さ
ま
、
塩
屋
明
神
な
ど
と
呼
ば
れ
る
。

祭
神
は
、
塩
業
、
海
路
の
守
護
神
だ
が
、
安

産
の
神
と
し
て
参
拝
す
る
地
元
民
も
多
い
。

❺
御
食
神
社
み
け
じ
ん
じ
ゃ
【
外
宮
摂
社
】

祭
神
は
水
戸
御
饗
都
神
。『
倭
姫
命
世
紀
』

に
よ
る
と
、
鷲
取
翁
が
倭
姫
命
に
清
水
を
奉

り
、
そ
の
功
績
を
賞
し
て
水
饗
神
社
を
定
め

ら
れ
た
の
が
こ
の
神
社
の
起
源
と
さ
れ
る
。

境
内
に
あ
る
「
辰
の
井
」
が
そ
の
と
き
の
清

水
だ
と
伝
え
ら
れ
る
。

河原淵神社

御食神社の境内

河原神社

神社港を発着港として、かつての船参宮ルートが体験できる和船「みずき」が就航し
ている。
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伊
勢
に
は
昔
「
お
杉
お
玉
」
と

い
う
見
せ
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の

様
子
は
門
脇
俊
一
画
伯
の
陶
版
屏

風
に
も
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
と

聞
き
「
な
ん
や
そ
れ
は
、
お
す
ぎ

と
ピ
ー
子
な
ら
知
っ
と
る
が
」
と

旅
の
お
ば
さ
ん
。

　
お
杉
お
玉
は
若
い
ベ
ッ
ピ
ン
だ

っ
た
と
い
う
。
　

　
古
く
は
元
和
二
年（
一
六
一
六
）	

の
記
録
に
あ
る
そ
う
で
、
明
治
時

代
ま
で
外
宮
と
内
宮
の
中
間
で
あ

る
間あ
い
の
山（
現
在
の
尾
上
町
）の
坂

道
に
出
て
三
味
線
を
引
き
「
間
の

山
節
」
と
い
う
歌
を
唄
い
、
参
宮

人
に
銭
を
投
げ
て
も
ら
う
大
道
芸

人
で
あ
る
。

　
往
来
す
る
旅
人
は
面
白
が
っ
て

一
文
銭
を
彼
女
ら
の
顔
め
が
け
て

投
げ
る
が
、
三
味
の
バ
チ
で
す
べ

て
は
ね
返
し
当
ら
な
い
。

　
西
鶴
や
近
松
が
小
説
や
戯
曲
に

も
と
り
あ
げ
大
評
判
。
伊
勢
と
い

え
ば
「
お
杉
お
玉
」
と
な
る
。

　
は
じ
め
の
頃
は
茣
蓙
の
上
で
あ

わ
れ
を
さ
そ
う
乞
食
姿
で
あ
っ
た

が
、
人
気
が
出
る
と
派
手
に
な
り

小
屋
掛
け
し
て
遊
女
の
ご
と
く
縮

緬
の
大
振
袖
で
「
銭
ま
き
な
い
ま

き
な
い
お
杉
の
顔
へ
投
げ
て
や
ら

ん
せ
、
ほ
っ
て
や
ら
ん
せ
、
や
っ

て
か
ん
せ
」
と
早
口
で
ロ
カ
ビ
リ

ー
調
。
　

　
関
西
人
は
あ
ま
り
投
げ
な
か
っ

た
そ
う
だ
が
江
戸
っ
子
は
気
前
が

い
い
。
　
　

あ
り
っ
た
け
お
杉
を
な
ぶ
る
は

し
た
銭

江
戸
者
で
な
け
り
ゃ
お
玉
い
た

が
ら
ず

間
の
山
人
の
情
を
バ
チ
で
受
け

　
川
柳
に
も
た
く
さ
ん
よ
ま
れ
て

い
る
。
顔
を
直
撃
し
な
い
よ
う
、

ど
う
や
ら
紅
色
の
極
細
の
網
が
張

ら
れ
て
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
れ
は

後
に
見
料
を
取
り
大
正
時
代
ま
で

春
だ
け
興
行
し
、
夏
は
氷
屋
に
な

っ
て
い
た
。

　
内
宮
に
近
い
牛
谷
坂
に
も
同
様

の
も
の
が
あ
り
、
こ
ち
ら
は
「
お

鶴
お
市
」
と
い
っ
た
。

　
お
か
げ
参
り
で
賑
う
町
に
は
見

せ
も
の
が
集
ま
り
「
伊
勢
乞
食
」

と
い
わ
れ
た
が
、
伊
勢
人
は
「
伊

勢
っ
子
正
直
」
だ
と
負
け
ず
に
言

い
返
し
た
。	

哀調を帯びた「間の山節」を演奏する二人の女芸人

おかげ参道入口。参道は両壁面に屏風絵が連なる。

お
杉
と
お
玉

屏
風
で
た
ど
る
伊
勢
参
り

お
か
げ
参
道
の

3

文
・
矢
野
憲一

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
五
十
鈴
塾

塾
長
。
四
十
年
間
神
宮

に
奉
職
し
た
元
神
宮
禰

宜
。
神
宮
司
庁
文
化
部

長
、
徴
古
館
農
業
館
館

長
な
ど
を
歴
任
。
著
書

に
『
伊
勢
神
宮
の
衣
食

住
』、『
鮫
』、『
ア
ワ
ビ
』、

『
枕
』、『
楠
』な
ど
多
数
。
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2
日
㊎
抜ぬ

い

穂ぼ

祭

●
1
面
参
照
。

q
伊
勢
市
楠
部
町
、
神
宮
神
田
　
u
神
宮
司
庁

a
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

5
日
㊊

夫
婦
岩
大
注し

連め

縄な
わ

張
神
事

夫
婦
岩
の
大
注
連
縄
を
張
り
替
え
る
神
事
。
二

見
太
鼓
や
木
遣
り
が
響
く
な
か
、
参
道
か
ら
手

送
り
で
大
注
連
縄
を
夫
婦
岩
へ
と
渡
す
。

q
伊
勢
市
二
見
町
、
二
見
興
玉
神
社

u
二
見
興
玉
神
社	

a
０
５
９
６
・
４
３
・
２
０
２
０

10
日
㊏
～
11
日
㊐

神
恩
感
謝
日
本
太
鼓
祭

日
本
全
国
か
ら
太
鼓
打
ち
衆
が
集
ま
り
、郷
土
色

豊
か
な
共
演
を
み
せ
る
。大
太
鼓
を
叩
け
る
コ
ー

ナ
ー
や
、プ
ロ
の
指
導
に
よ
る
太
鼓
塾
へ
の
参
加
、

太
鼓
手
作
り
教
室
な
ど
の
催
し
も
い
ろ
い
ろ
。

q
伊
勢
市
、
お
か
げ
横
丁
周
辺
　

u
お
か
げ
横
丁
総
合
案
内

a
０
５
９
６
・
２
３
・
８
８
３
８

12
日
㊊
神
宮
観
月
会

古
式
ゆ
か
し
い
神
宮
独
特
の
月
見
の
宴
。
月
を

め
で
る
秀
歌
が
冷
泉
流
の
作
法
で
披
講
さ
れ
、

楽
師
た
ち
に
よ
っ
て
雅
楽
が
奉
納
さ
れ
る
。

q
伊
勢
市
、
伊
勢
神
宮
内
宮	

内
宮
神
苑
　
u
神
宮
司
庁
　

a
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

14
日
㊌
わ
ら
じ
祭

大
わ
ら
じ
を
海
へ
流
し
て
怪
物
を
撃
退
し
た
故

事
に
基
づ
く
祭
。
17
日（
土
）に
は
、
長
さ
3
㍍
、

幅
1.2
㍍
の
わ
ら
じ
が
浜
へ
曳
か
れ
、
海
へ
と
流

す
「
わ
ら
じ
流
し
」
が
行
わ
れ
る
。

q
志
摩
市
大
王
町
、
波
切
神
社

u
波
切
神
社（
わ
ら
じ
祭
）			

a
０
５
９
９
・
７
２
・
０
１
６
５

u
波
切
自
治
会（
わ
ら
じ
流
し
）	

a
０
５
９
９
・
７
２
・
４
２
７
９

15
日
㊍
守も

り

武た
け

祭
・
俳
句
会

室
町
時
代
の
内
宮
神
主
で
あ
り
俳
諧
の
祖
と
称

え
ら
れ
る
荒
木
田
守
武
を
顕
彰
す
る
俳
句
大
会
。

守
武
祭
は
宇
治
神
社
で
行
わ
れ
、
俳
句
会
は
修

養
団
伊
勢
道
場
で
行
わ
れ
る
。

q
伊
勢
市
、
宇
治
神
社
・
修
養
団
伊
勢
道
場
　

u
俳
祖
守
武
翁
顕
彰
会
　

a
０
５
９
６
・
２
０
・
８
２
５
１（
五
十
鈴
塾
）

15
日
㊍
～
16
日
㊎

安
乗
人
形
芝
居

４
０
０
年
以
上
に
わ
た
り
継
承
さ
れ
て
い
る
伝

統
芸
能
の
人
形
芝
居
。
地
元
の
小
中
学
生
、
保

存
会
に
よ
り
上
演
さ
れ
る
。
国
の
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
。

q
志
摩
市
阿
児
町
、
安
乗
神
社
　
u
安
乗
神
社

a
０
５
９
９
・
４
７
・
３
４
２
３

17
日
㊏
～
29
日
㊍

来
る
福
招
き
猫
ま
つ
り

郷
土
玩
具
か
ら
現
代
作
家
の
作
品
ま
で
、
全
国

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
招
き
猫
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
。

販
売
の
ほ
か
招
き
猫
絵
付
け
体
験
、
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
な
ど
も
。

q
伊
勢
市
、
お
か
げ
横
丁
　
u
お
か
げ
横
丁
総
合
案
内

a
０
５
９
６
・
２
３
・
８
８
３
８

19
日
㊊
月
夜
見
宮  

秋
季
大
祭

伊
勢
神
宮
外
宮
の
別
宮
・
月
夜
見
宮
の
秋
の
大

祭
。
奉
賛
行
事
等
も
あ
り
、
境
内
は
終
日
に
ぎ

わ
う
。

q
伊
勢
市
、
月
夜
見
宮
　
u
神
宮
司
庁
　

a
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

22
日
㊍
～
24
日
㊏
秋
の
神
楽
祭

11
時
よ
り
内
宮
神
苑
の
特
設
舞
台
で
神
宮
舞
楽

を
一
般
公
開（
雨
天
の
場
合
は
内
宮
参
集
殿
）。

吟
詩
舞
・
能
楽
・
野
点
席
な
ど
が
全
国
の
名
家

名
流
に
よ
り
奉
納
さ
れ
る
。
期
間
中
は
神
宮
茶

室
も
公
開
さ
れ
る
。

q
伊
勢
市
、
伊
勢
神
宮
内
宮
　
u
神
宮
司
庁	

a
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

1
日
㊏
御
酒
殿
祭

神
嘗
祭
に
お
供
え
す
る
御
料
酒
が
う
る
わ
し
く

醸
成
で
き
る
よ
う
お
祈
り
す
る
祭
。

q
伊
勢
市
、
伊
勢
神
宮
内
宮
　
u
神
宮
司
庁

a
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

2
日
㊐
志
摩
あ
わ
び
王
国
ま
つ
り

志
摩
の
特
色
を
い
か
し
た
特
産
品
の
販
売
や
多

彩
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
催
す
。
飲
食
ブ
ー

ス
も
あ
り
、
よ
さ
こ
い
や
ダ
ン
ス
な
ど
で
盛
り

上
が
る
。

q
志
摩
市
布
施
田
、
ふ
れ
あ
い
公
園
（
志
摩
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
隣
）

u
あ
わ
び
王
国
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

a
０
９
０
・
１
５
６
３
・
４
８
７
１
（
小
林
さ
ん
方
）	

ま
た
は

a
０
９
０
・
８
６
７
１
・
９
６
８
２（
岩
城
さ
ん
方
）

5
日
㊌
御み

塩し
お

殿で
ん

祭

神
嘗
祭
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
祭
典
に
お
供
え

す
る
堅
塩
を
焼
き
固
め
る
御
塩
殿
の
祭
。
あ
わ

せ
て
日
本
の
塩
業
の
繁
栄
を
祈
る
。

q
伊
勢
市
二
見
町
、
御
塩
殿
神
社
　
u
神
宮
司
庁	

a
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

8
日
㊏
浜
島
大
祭

実
り
の
秋
に
感
謝
す
る
宇
氣
比
神
社
の
例
大
祭
。

飾
り
付
け
ら
れ
た
町
内
に
は
太
鼓
の
音
が
流
れ
、

威
勢
の
い
い
舟
神
輿
が
練
り
歩
く
。

q
志
摩
市
浜
島
町
、
宇
気
比
神
社
　

u
志
摩
市
観
光
協
会
浜
島
案
内
所
　	

a
０
５
９
９
・
５
３
・
０
０
３
２

10
日
㊊
伊
勢
の
伝
統
能
楽
ま
つ
り

４
５
０
年
の
伝
統
を
有
す
る
伊
勢
の
伝
統
芸
能
、

一
色
能
、
通
能
、
馬
瀬
狂
言
が
披
露
さ
れ
る
。

q
伊
勢
市
、
い
せ
ト
ピ
ア

u
伊
勢
の
伝
統
の
能
楽
を
継
承
す
る
会

a
０
５
９
６
・
２
５
・
６
５
２
６（
吉
川
貞
夫
さ
ん
方
）

14
日
㊎
神か

ん

御み

衣そ

祭

内
宮
正
宮
と
別
宮
の
荒あ
ら

祭ま
つ
り

宮の
み
や

に
和に
ぎ

妙た
え（

絹
）と
荒あ
ら

妙た
え（
麻
）の
2
種
類
の
神
御
衣
が
縫
い
糸
や
針
を

添
え
て
供
え
ら
れ
る
。

q
伊
勢
市
、
伊
勢
神
宮
内
宮
・
荒
祭
宮
　
u
神
宮
司
庁

a
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

15
日
㊏
～
25
日
㊋
神か

ん

嘗な
め

祭さ
い

●
詳
細
は
下
記
参
照
。

q
伊
勢
市
、
伊
勢
神
宮（
外
宮
・
内
宮
ほ
か
）　
u
神
宮
司
庁

a
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

15
日
㊏
神
嘗
奉
祝
祭

●
詳
細
は
下
記
参
照
。

q
伊
勢
市
内
～
伊
勢
神
宮
外
宮
　
u
伊
勢
商
工
会
議
所
　

a
０
５
９
６
・
２
５
・
５
１
５
１

15
日
㊏
初は

つ

穂ほ

曳び
き（

陸お
か

曳び
き

）

奉
曳
車
に
新
殻
を
の
せ
て
外
宮
に
奉
納
す
る
行

事
。

q
伊
勢
市
内
～
伊
勢
神
宮
外
宮
　
u
伊
勢
商
工
会
議
所

a
０
５
９
６
・
２
５
・
５
１
５
１

15
日
㊏
～
16
日
㊐
伊
勢
ま
つ
り

●
詳
細
は
下
記
参
照
。

q
伊
勢
市
、
高
柳
商
店
街
～
（
県
道
鳥
羽
松
阪
線
）	

～
伊
勢

市
駅
周
辺
　
u
伊
勢
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
伊
勢

市
市
民
交
流
課
内
）　
a
０
５
９
６
・
２
１
・
５
５
４
９

16
日
㊐
初
穂
曳（
川
曳
）

初
穂
船
に
新
殻
を
の
せ
て
内
宮
に
奉
納
す
る
行

事
。

q
伊
勢
市
、
五
十
鈴
川
浦
田
橋
～
伊
勢
神
宮
内
宮

u
伊
勢
商
工
会
議
所
　
a
０
５
９
６
・
２
５
・
５
１
５
１

21
日
㊎
金
比
羅
宮
大
祭

賢
島
の
鎮
守
と
し
て
、
鳥
羽
金
刀
比
羅
宮
か
ら

分
社
し
た
賢
島
金
刀
比
羅
宮
。
大
護
摩
を
焚
き
、

火
渡
り
行
事
が
行
わ
れ
る
。

q
志
摩
市
阿
児
町
、
賢
島
　
賢
島
金
比
羅
宮

u
金
比
羅
宮
大
祭	

世
話
人
　

a
０
５
９
９
・
４
３
・
５
３
９
１

22
日
㊏
真
珠
祭

真
珠
の
も
と
・
ア
コ
ヤ
貝
の
供
養
祭
と
、真
珠
養

殖
界
の
振
興
を
祈
願
す
る
イ
ベ
ン
ト
。ジ
ャ
ン
ボ

真
珠
貝
を
乗
せ
た
船
の
海
上
パ
レ
ー
ド
も
あ
る
。

q
志
摩
市
阿
児
町
、
賢
島
～
円
山
公
園
周
辺

u
神
明
真
珠
養
殖
漁
業
協
同
組
合
　

a
０
５
９
９
・
４
３
・
１
０
１
０

28
日
㊎
・
29
日
㊏
伊
勢
ヨ
イ
夜
ナ

内
宮
前
お
は
ら
い
町
界
隈
が
ロ
ウ
ソ
ク
の
灯
り

で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。

q
伊
勢
市
、
お
は
ら
い
町
周
辺
　
u
伊
勢
市
観
光
事
業
課

a
０
５
９
６
・
２
１
・
５
５
６
６

29
日
㊏
馬ま

瀬ぜ

狂
言

か
つ
て
農
家
の
長
男
に
限
っ
て
教
え
ら
れ
た
と
い

う
狂
言
。出
し
物
は
１
２
０
種
を
超
え
、全
国
的
に

も
珍
し
い
演
目
も
あ
る
。県
の
無
形
民
俗
文
化
財
。

q
伊
勢
市
、
馬
瀬
神
社
　
u
馬
瀬
狂
言
保
存
会

a
０
５
９
６
・
３
６
・
７
５
７
７

4
日
㊎
～
5
日
㊏

猿
田
彦
神
社　

秋
季
例
祭

み
ち
ひ
ら
き
の
神
様
・
猿
田
彦
大
神
を
ま
つ
る

神
社
の
秋
の
例
祭
。

q
伊
勢
市
、
猿
田
彦
神
社
　
u
猿
田
彦
神
社

a
０
５
９
６
・
２
２
・
２
５
５
４

5
日
㊏
倭や

ま
と

姫ひ
め
の

宮み
や

秋
の
例
大
祭

福
引
、
甘
酒
、
お
神
酒
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
神
楽

の
奉
納
や
野
点
、
書
道
展
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

q
伊
勢
市
、
倭
姫
宮
　
u
神
宮
司
庁

a
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

5
日
㊏
・
6
日
㊐
秋
の
伊
勢
楽
市

外
宮
参
道
に
屋
台
が
並
び
、
伊
勢
の
地
場
産
品
、

工
芸
品
が
一
堂
に
揃
う
。

q
伊
勢
市
、
伊
勢
神
宮
外
宮
周
辺
　
u
伊
勢
市
観
光
協
会

a
０
５
９
６
・
２
８
・
３
７
０
５

7
日
㊊
片
田
稲
荷
神
社  

秋
季
大
祭

「
い
な
り
ま
い
り
」
と
し
て
親
し
ま
れ
、
近
郷

よ
り
多
く
の
参
詣
者
で
に
ぎ
わ
う
。

q
志
摩
市
志
摩
町
、
片
田
稲
荷
神
社
　
u
片
田
稲
荷
神
社

a
０
５
９
９
・
８
５
・
２
３
４
２

23
日
㊌
～
29
日
㊋
新に

い

嘗な
め

祭

天
皇
陛
下
が
宮
中
で
新
穀
を
神
々
に
お
供
え
に

な
る
の
に
際
し
て
行
わ
れ
る
祭
。

q
伊
勢
市
、
伊
勢
神
宮（
外
宮
・
内
宮
ほ
か
）　
u
神
宮
司
庁

a
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

23
日
㊌
二
船
祭

海あ

士ま

潜か
づ

女き
め

神
社
の
例
祭
。
地
元
の
若
者
が
2
隻

の
船
に
分
か
れ
て
乗
り
込
み
、
そ
の
速
さ
を
競

い
合
う
。

q
鳥
羽
市
国
崎
町
、
前
の
浜
　
u
国
崎
町
内
会

a
０
５
９
９
・
３
３
・
７
４
２
８

1
日
㊍
御
酒
殿
祭

12
月
の
月
次
祭
の
御
料
酒
が
、
う
る
わ
し
く
醸

造
さ
れ
る
よ
う
お
祈
り
す
る
。

q
伊
勢
市
、
伊
勢
神
宮
内
宮
　
u
神
宮
司
庁

a
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

15
日
㊍
～
25
日
㊐
月つ

き

次な
み

祭さ
い

暦
を
二
分
す
る
6
月
と
12
月
に
、
皇
室
と
国
民

の
栄
え
を
祈
っ
て
行
わ
れ
る
大
祭
。
外
宮
、
内

宮
を
は
じ
め
別
宮
以
下
す
べ
て
の
神
社
で
行
わ

れ
る
。

q
伊
勢
神
宮（
外
宮
・
内
宮
ほ
か
）　
u
神
宮
司
庁

a
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

16
日
㊎
桃
符
頒
布
祭

氏
子
総
代
ら
が
松
下
社
に
集
ま
り
、「
蘇
民
将
来

子
孫
家
門
」と
か
い
た
桃
符（
木
札
）を
神
前
に
供

え
、祈
祷
の
あ
と
、こ
の
日
か
ら
一
般
に
頒
布
す
る
。

q
伊
勢
市
二
見
町
、
松
下
社

u
伊
勢
市
二
見
総
合
支
所
地
域
振
興
課

a
０
５
９
６
・
４
２
・
１
１
１
１

写
真
展
「
日
本
人
の
こ
こ
ろ
」

～
神
宮
の
森
～

第
62
回
式
年
遷
宮
を
迎
え
る
神
宮
の
森
の
知
ら

れ
ざ
る
自
然
の
美
し
さ
・
奥
深
さ
に
迫
る
写
真

展
。
入
場
無
料
。

●
常
設（
平
成
26
年
春
頃
ま
で
）

w
９
時
～
17
時（
最
終
入
場
は
16
時
30
分
ま
で
）

q
伊
勢
市
、
五
十
鈴
蔵（
お
は
ら
い
町
通
り
・
赤
福
本
店
横
）

u（
株
）赤
福
　
a
０
５
９
６
・
２
２
・
２
１
５
４

●	

デ
ー
タ
は
8
月
18
日
現
在
。
ま
つ
り
・
イ
ベ
ン
ト
は

主
催
者
側
の
都
合
に
よ
り
、
変
更
に
な
る
場
合
あ
り

ま
す
。
お
出
か
け
の
際
は
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

神
宮
の
１
年
で
最
大
の
祭
、
神
嘗
祭
。
そ

の
年
の
新
穀
を
お
供
え
し
て
神
様
の
常
若
を

祈
り
、
豊
穣
に
感
謝
す
る
祭
だ
。

　

こ
の
時
期
に
合
わ
せ
、
伊
勢
で
は
神
嘗
祭

を
祝
う
さ
ま
ざ
ま
な
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
が
開

か
れ
る
。

全
国
の
ま
つ
り
が
一
堂
に

神
嘗
奉
祝
祭

　

10
月
15
日（
土
）に
伊
勢
ま
つ
り
の
会
場
で

行
わ
れ
る「
神
嘗
奉
祝
祭
」。
日
本
三
大
民
謡
、

三
大
盆
踊
り
、
三
大
パ
レ
ー
ド
と
い
わ
れ
る

徳
島
の
阿
波
踊
り
、
山
形
の
花
笠
踊
り
、
沖

縄
の
エ
イ
サ
ー
、
岐
阜
の
郡
上
お
ど
り
、
富

山
の
越
中
お
わ
ら
風
の
盆
、
秋
田
の
西
馬
音

内
（
に
し
も
な
い
）
盆
踊
り
等
、
全
国
の
お

祭
り
が
一
同
に
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
だ
。
そ
の

ほ
か
、
参
加
団
体
ゆ
か
り
の
特
産
品
や
地
元

の
産
品
が
集
ま
る
神
嘗
エ
ン
ヤ
市
が
開
催
さ

れ
る
。

伊
勢
ま
つ
り

　

高
柳
商
店
街
周
辺
か
ら
伊
勢
市
駅
周
辺

の
県
道
鳥
羽
松
阪
線
を
会
場
に
、
伊
勢
音

頭
、
神
輿
、
太
鼓
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
パ
レ

ー
ド
が
行
わ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
は
、
よ

さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、
二
見
カ
エ
ル
踊
り
、
大

道
芸
な
ど
を
披
露
。
会
場
一
帯
で
は
、
地
場

産
品
の
展
示
、
販
売
な
ど
も
行
わ
れ
る
。
10

月
15
日（
土
）の
夜
に
は
華
や
か
な
〝
ね
ぶ 

た
〟
の
運
行
や
勇
壮
な
手
筒
花
火
も
披
露
さ

れ
る
。

　

ま
た
、
高
柳
商
店
街
で
は
「
食
の
フ
ェ
ス

タ
」
と
し
て
、
全
国
各
地
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
屋

台
が
集
合
。
16
日（
日
）に
は
、
伊
勢
市
駅
前

イ
ベ
ン
ト
広
場
で
第
６
回
伊
勢
っ
子
も
の
し

り
王
選
手
権
が
開
催
さ
れ
る
。

※
問
合
せ
先
は
上
記
カ
レ
ン
ダ
ー
に
記
載
。

9
月

10
月

11
月

12
月

初
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
伊
勢
志
摩
の
ま
つ
り
・
イ
ベ
ン
ト
情
報

　

昔
は
神
様
が
新
米
を
召
し
上
が
る
神
嘗

祭
、
天
皇
陛
下
が
召
し
上
が
る
新
嘗
祭
が

済
む
ま
で
国
民
は
、
新
米
を
食
べ
な
い
の

が
当
た
り
前
で
し
た
。
け
じ
め
の
あ
る
生

活
は
日
本
人
の
美
意
識
で
も
あ
り
ま
し
た
。

近
年
、
稲
刈
り
時
期
が
早
く
な
り
、
九
月

の
声
を
聞
く
と
ス
ー
パ
ー
に
は
新
米
が
並

び
ま
す
が
、
私
の
知
人
に
は
か
つ
て
の
慣

い
を
守
っ
て
い
る
家
族
が
い
ま
す
。
東
北
、

新
潟
と
災
害
の
つ
づ
い
た
今
年
、
被
災
地

へ
の
祈
り
を
込
め
て
新
米
を
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。　

発
行
人　
　

中
村　

賢
一

　
　
　
（
伊
勢
文
化
舎　
代
表
）

伊

勢

か

ら

の

便

り

わらじ流し

初穂曳

二船祭

安乗人形芝居

い

せ

び

と

歳

時

記

宮後のねぶた

伊勢音頭

伊
勢
の
秋
、
神
嘗
祭
を
祝
う

伊
勢
地
域
最
大
級
の
市
民
ま
つ
り

『
い
せ
び
と
ニ
ュ
ー
ス
』
購
読
ご
希
望

の
方
は
、
ご
住
所
・
お
名
前
を
明
記
の
上
、

郵
送
料
１
０
０
円
分
の
切
手
を
同
封
し
、

伊
勢
文
化
舎
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。

〈
送
り
先
〉
〒
５
１
６

−

０
０
１
６

伊
勢
市
神
田
久
志
本
町
１
４
７
４

−

3

伊
勢
文
化
舎
「
い
せ
び
と
ニ
ュ
ー
ス
」
係




